







































































































ふれれば（古今・三三四） 」には、 「この歌ある人いはく、かきのもとの人まるが歌なり」という左注がある。万葉集巻一〇に類歌はあるがまったくの別歌で しかも、Ａと同じ作者未詳歌である。他 四首は左注は同じながら、万葉集にもない歌である。　
古今集の左注の「ある人」とは、平安中期ごろ（原型は



































の撰者の一人でもある藤原定家も、こうした前時代の王朝歌壇の慣例を踏襲している。鎌倉三代将軍源実朝の求めに応じて献上した『近代秀歌』 （一二〇三年） 、 及び歌論書『詠歌大概』の秀歌 として引く人麻呂の歌には、いずれもＡが入っている。秀歌例には「八代集選抄」と付記されているから、典拠はすべて八代集である。柿本集を万葉集の簡便な入門書として受容してきた時 だから、定家が歌論書に引く万葉集の秀歌例を八代集に求めたのも、百人一首にＡの歌を人麻呂の恋歌として入集し のも、当時とすればごく常識的な歌選びだ た。　
それにしても疑問は残る。定家が万葉集に関して関心も



















































取りしたみずみずしい詩情にある。それは新時代のパイオニアとして歌壇 主導してきた定家の 作 の基本原理であろう。面白い 、 「新し 」を盛る詞は、六歌仙活躍した寛
かんぴょう
平以往（九世紀後半）三代集までの約一二〇年

































































































































考えられていた余情体は、こういう 風体の謂いであったと考えてよく、情調の象徴性 意図的に求めた俊成の幽玄体、さらにそれを限界まで追求した定家の有心 とは大きな隔 りがある。　
俊成は中世を代表する美的理念である幽玄、つまり複雑
− 88 −
















































































































う。しかし、定家は若い男女のみずみずしい 情を詠まない。女人仮託の恋歌を得意とし、し もそ 多くは空
くうけい
閨の








































がぽつんと二、 三軒建っているだけ、波音も人声も聞こえない、冷え寂びた、無音にし 無色な秋の夕暮れの海辺の景を詠んでみせた。院は後にＬを 『隠岐本』
⑧では外された。












































































ず、また、新風和歌を標榜しながら 表現のあり方も弁えぬまま、詞の通則を強引に壊して、やたらと難解な歌を詠むことを新風とする末流 人らとは、厳として一線を画さねばならない こうした二重の重圧をはね退けながら、緊張した注意力 もって幻影・幻想の形象化に ことんこだわり続ける歌作りがどんなに険 ものであったか、想像に難くない。しかし、そういったいわば知の力技は そう
































事家の喜びそうな和歌の修辞 （枕詞 ・ 序詞 ・

















長さが生きてくる。ＡとＭとはこうした修辞を用いた男歌と女歌で、しかも、 「待つ女のやるせなさ」と「独り寝の男のわびしさ」 つまり、恋情がいや増す「添へぬ恋」で対をなす恋 なのである。しかも、二首一対様式をここでも生かして、人麻呂（三）山部赤人（四）の二首一対と、定家（九七）家隆（九八）の二首一対とで二つ目の首尾
⑩
 


















































































































































 「万葉集」 （巻一～五）佐竹昭広ほか校注）岩波文庫 「六百番歌合」 （新日本古典文学大系三八・久保田淳ほか校注）岩波
書店
 「古今和歌集」 （佐伯梅友校注）岩波文庫 「後撰和歌集」 （松田武夫校注）
　
〃
 「拾遺和歌集」 （武田祐吉校注）
　
〃
 
 「千載和歌集」 （久保田淳校注）
  〃
 「新古今和歌集」 （佐々木信綱校注）
　
〃
 「新勅撰和歌集」 （久曽神
昇ひたく
校注）
　
〃
 「中世の文学伝統」 （風巻景次郎著）
 〃
 「古典文学読本」 （三島由紀夫著）中公文庫
（きら
　
ゆきお）
 
